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多賀城市災害対策本部からのお知らせ
平成２３（２０１１）年９月５日（月）午前９時発表

多賀城市内の被害状況
・死亡者 １８８名
（内訳）男性 １１３名

女性 ７５名

・行方不明者 １名
・避難者数 ６０名

（３１世帯）

菊地健次郎市長から

◆ 台風１２号が各地に大きな被害をもたらしています。多賀城市では幸い被
害がありませんが、今後東北地方に大雨が降るとの予報も出ておりますので
予断は許されない状況です。
これまで多数の自治体からご支援をいただいておりますが、奈良県、三重

県、岡山県などで、今回の台風により被害を受けた自治体もあったと思われ
ますので、早急に被害状況を確認の上、必要な支援を行ってください。
災害は、いつ起きるかわからないので、今後もしっかり対応してまいりま

す。

ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社 仙台製油所から

◆ ８月２６日に砂押川上流に油膜が滲み出たことについて謝罪があり、あわ
せて今回の事案の経緯と今後の対策に関する説明がありました。

市役所各部から

◆ 仙台市におけるガレキの中間処理に関して、本日、事前協議書を仙台市に
提出するとともに、今夕、菊地市長が奥山仙台市長に対して直接お願いに訪

問することとしています。
◆ 先々週から伊豆の国市において被災高齢者との交流事業が行われておりま
すが、現在、第２班が訪問中です。

◆ 本日、大分県宇佐市から八幡小学校及び八幡保育所にブドウが贈呈されま

す。ブトウは、多賀城市の児童らの決意と宇佐市からのエールが書かれた防
虫袋に入っています。

◆ 水道水の放射能を測定したところ、仙南仙塩広域水道、仙台分水及び末の
松山浄水場とも放射能の値は不検出でした。


